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■■ 概要
本書は、アナウンス再生ソフトウェア AI-210MLのソフトウェア取扱説明書です。

■■ AI-210ML でできること
AI-210MLでは、必要なタイミングで必要な放送内容を選択して放送できる手動放送（ P. 5、P. 13）と、
放送内容と放送時刻をあらかじめ登録し、スケジュールどおりに放送を行う自動放送（ P. 19）ができ
ます。

■■ 用語の説明
●● アナウンスデータ

放送用の音源です。

●● スケジュールイベント
放送文に放送開始時刻を設定した、1つの放送単位です。

●● マスタースケジュール
スケジュールイベントを組み合わせて作成されるスケジュールのひな形です。さまざまな状況や予定に対応
して、複数準備できます。

●● 運用スケジュール
実際に放送する状態に設定された、マスタースケジュールから作成したスケジュールです。このスケジュー
ルの内容がタブレットから放送されます。

●● 日替わり時刻
運用スケジュールの開始・終了を規定するための時刻です。この時刻で日付が切り替わります。

スケジュールイベント、マスタースケジュール、運用スケジュールの関係を図示すると次のようになります。

はじめに
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■■ ソフトウェアの起動のしかた
手順 :	 アナウンス再生ソフトウェアのアイコンをダブルクリックする。

アナウンス再生ソフトウェアが起動します。

■■ ソフトウェアの終了のしかた

	1 	設定アイコンをクリックし、表示されるメニューから「終了」
を選択する。
確認画面が表示されます。
メ　モ
ウィンドウ右上の「×」をクリックしても同様です。

	2 	「はい」をクリックする。
ソフトウェアが終了します。

1

1

ソフトウェアの起動と終了のしかた
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このソフトウェアを使用して放送するには、次の 3通りの方法があります。
● カテゴリーから放送する
● 履歴から放送する
● スケジュールから放送する

スケジュールから放送するときの運用スケジュールは、必要に応じて編集することができます。

また、放送先への接続設定には次の２通りの方法があります。
● タブレット端末のヘッドホン端子を放送設備へ接続する
● 放送設備に設置した NX-300と LAN経由で接続する（  P. 36「NX-300との接続」）

メ　モ
このソフトウェアでは放送の前後にチャイムを鳴らすことができますが、初期設定ではチャイムを使用しな
い設定になっています。
チャイムを使用する場合は、P. 42「チャイム設定のしかた」をお読みください。
なお、以下の「カテゴリーから放送するとき」と「履歴から放送するとき」（P. 13）の説明は、チャイム設
定がチャイムを使用する場合のものです。

■■ カテゴリーから放送するとき
カテゴリーごとに分けられた放送文から必要なものを選択して放送できます。
カテゴリーからの放送には、次の 2通りがあります。
単一放送 ：1つの放送文を選択して放送します。
複数放送 ：複数の放送文を選択して放送します。

●● 単一放送のしかた

3 21

4

9

8

6、7
	1 	［カテゴリーから放送］タブをクリックする。

5-1

運用のしかた
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	2 	単一／複数スイッチが「複数」側になっているときは、スイッチをクリックする。
スイッチが「単一」側にスライドします。

	3 	状況に応じたカテゴリーをクリックする。
この例では［運転見合わせ］が選択されています。
カテゴリーの下の行に、［運転見合わせ］に登録されている放送文が表示されます。

	4 	カテゴリーに登録された放送文から放送したいものをクリックする。
放送文が選択されて放送文表示欄に表示されます。
この例では［路線運転見合わせ］が選択されています。

	5 	必要に応じて、選択した放送文を編集する。
編集できる箇所は、アイコン  と共に橙色で表示されています。

	5-1	 編集できる箇所をクリックする。
次の編集画面が表示されます。
クリックした内容と入れ換えできる候補が、一覧で画面下側に表示されます。

5-6

5-2、
5-4

5-3

	5-2	 入れ換えたい内容をクリックする。
内容が入れ換わります。

	5-3	 他に編集したい箇所がある場合は、編集画面で該当箇所をクリックする。
クリックした内容と入れ換えできる候補が一覧で画面下側に表示されます。

	5-4	 入れ換えたい内容をクリックする。
内容が入れ換わります。

	5-5	 手順 5-3 と 5-4 を繰り返して必要箇所をすべて編集する。
	5-6	 完了ボタンをクリックする。
メ　モ
● 放送文表示部の右上部にある編集ボタンをクリックしても編集画面が表示されます。その場合も、上記と
同様の手順で放送文を編集してください。

● 画面左下の［初期値に戻す］ボタンをクリックすると、編集中の放送文が納入時の状態に戻ります。
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	6 	必要に応じて、放送先の設定を行う。
	6-1	 放送先タブをクリックする。

放送先の設定画面が表示されます。

ご注意
放送先設定（P. 38）の出力先が「ヘッドホン」のときは､ 放送
先タブは表示されません。

	6-2	 放送する放送先をクリックする。
クリックした放送先名の左上に橙色でチェックマークが表示され
ます。

メ　モ
● 画面右下の全選択ボタンをクリックすると、すべての放送先が
選択されます。

● 画面右下のクリアボタンをクリックすると、放送先の選択が解
除されます。

	7 	必要に応じて、放送言語と繰り返しの設定を行う。
	7-1	 言語・繰り返しタブをクリックする。

放送言語と繰り返しの設定画面が表示されます。

	7-2	 放送言語と繰り返しの設定を行う。
設定内容は次の表のとおりです。

項目 設定内容
言語 放送する言語を選択して設定します。

複数選択もできます。複数選択した場合、左側に表示された言語から順番に連続
して放送されます。
メ　モ
前ページの例の場合、日本語→英語→中国語→韓国語の順番で放送されます。

繰り返し回数 放送を繰り返す回数を設定します。
「なし」「2回」「∞」から選択します。
「∞」に設定すると、手動で停止するまで繰り返して放送します。
メ　モ
複数の言語が選択されているときは、各言語で 1回ずつ放送され、それが繰り返
し放送されます。

繰り返し間隔 「繰り返し回数」の設定が「2回」または「∞」になっている場合、放送が終了し
た後に次の放送が開始するまでの間隔を設定します。
「なし」「10秒」「30秒」「60秒」から選択します。

6-1

6-2

7-1

7-2
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	8 	放送時のチャイムをオフにするときは、チャイムスイッチをクリックする。
チャイムスイッチがスライドしてオフになります。

ご注意
チャイムを使用しない設定になっているときは、スイッチが表示されません。（ P. 42「チャイム
設定のしかた」）

メ　モ
● チャイムをオンにするときは、スイッチをもう一度クリックします。
● チャイムスイッチがオン（緑色）になっており、かつ放送を繰り返す設定（上記「繰り返し回数」）に
なっているときは、チャイムは放送を繰り返すごとに鳴ります。

	9 	放送開始ボタンをクリックする。
放送が開始されます。
くり返し設定が「なし」または「2回」のときは、放送が終了すると自動的に停止します。
放送を途中で停止したいときは、画面右上の放送停止ボタンをクリックしてください。
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●● 複数放送のしかた

3-1
3-2

8

2

7

1

4-1

9 5、6
	1 	［カテゴリーから放送］タブをクリックする。
	2 	単一／複数スイッチが「単一」側になっているときは、スイッチをクリックする。

スイッチが「複数」側にスライドし、複数の放送文が選択できるようになります。
ご注意
複数を選択して放送文を複数選択した後に「単一」側にスライドさせると、すべて解除されます。

	3 	放送文を選択する。
放送文を放送したい順番で選択します。

	3-1	 状況に応じたカテゴリーをクリックする。
この例では［運転見合わせ］が選択されています。
カテゴリーの下の行に、［運転見合わせ］に登録されている放送文が表示されます。

	3-2	 カテゴリーに登録された放送文から放送したいものをクリックする。
ボタン左上のチェックが入り、放送文が選択されます。
選択した放送文の名称が放送文リスト表示欄に表示されます。
この例では［路線運転見合わせ］が選択されています。

	3-3	 手順 3-1 と 3-2 を繰り返して必要な放送文をすべて選択する。
放送文の名称は放送リストの一番下に追加されます。放送は放送リストの上から順番に行われます。
メ　モ
● 選択した放送文を削除するときは、削除したい放送文の左端にあるボックスをチェックし、放送文リ
スト左上の削除ボタンをクリックします。複数の放送文を選択して削除ボタンをクリックすると、一
括して削除できます。

● 削除ボタンの左にあるボックスをクリックしてチェックすると、放送文すべてを選択できます。もう
一度クリックすると選択がすべて解除されます。すべて選択された状態で削除ボタンをクリックする
とすべての放送文を一括して削除できます。



10

	4 	必要に応じて、選択した放送文を編集する。
	4-1	 編集したい放送文の、リスト右端の「＋」をクリックする。
「＋」が「－」の表示になり、放送文が表示されます。

編集できる箇所は、アイコン  と共に橙色で表示されています。
	4-2	 編集できる箇所をクリックする。

次の編集画面が表示されます。
クリックした内容と入れ換えできる候補が一覧で画面下側に表示されます。

4-7

4-3、
4-5

4-4

	4-3	 入れ換えたい内容をクリックする。
内容が入れ換わります。

	4-4	 他に編集したい箇所がある場合は、編集画面で該当箇所をクリックする。
クリックした内容と入れ換えできる候補が一覧で画面下側に表示されます。

	4-5	 入れ換えたい内容をクリックする。
内容が入れ換わります。

	4-6	 手順 4-4 と 4-5 を繰り返して必要箇所をすべて編集する。
	4-7	 完了ボタンをクリックする。
	4-8	 リスト右端の「－」をクリックする。
「－」が「＋」の表示になり、リスト表示に戻ります。

	4-9	 手順 4-1 〜 4-8 を繰り返して、必要箇所をすべて編集する。

メ　モ
画面左下の［初期値に戻す］ボタンをクリックすると、編集中の放送文が納入時の状態に戻ります。

4-8

4-2
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	5 	必要に応じて、放送先の設定を行う。
	5-1	 放送先タブをクリックする。

放送先の設定画面が表示されます。

ご注意
放送先設定（P. 38）の出力先が「ヘッドホン」のときは、
放送先タブは表示されません。

	5-2	 放送する放送先をクリックする。
クリックした放送先名の左上に橙色でチェックマークが
表示されます。
メ　モ
● 画面右下の全選択ボタンをクリックすると、すべての
放送先が選択されます。

● 画面右下のクリアボタンをクリックすると、放送先の
選択が解除されます。

	6 	必要に応じて、放送言語と繰り返しの設定を行う。
	6-1	 言語・繰り返しタブをクリックする。

放送言語と繰り返しの設定画面が表示されます。
	6-2	 放送言語と繰り返しの設定を行う。

設定内容は次の表のとおりです。

項目 設定内容
言語 放送する言語を選択して設定します。

複数選択もできます。複数選択した場合、左側に表示された言語から順番に連続
して放送されます。
メ　モ
複数選択した場合、放送は言語ごとに行われます。
P. 9の例の場合、放送文を 2つ選択したときは、日本語①（日本語の 1つ目の
放送文）→日本語②→英語①→英語②→中国語①→中国語②→韓国語①→韓国語
②の順番で放送されます。

繰り返し回数 放送を繰り返す回数を設定します。
「なし」「2回」「∞」から選択します。
「∞」に設定すると、手動で停止するまで繰り返して放送します。
メ　モ
複数の言語を選択し、放送文を 2つ選択しているときは、各言語で放送文が 2つ
放送され、それが各言語で順番に放送されます。その内容が繰り返し放送されます。
下記動作例

繰り返し間隔 「繰り返し回数」の設定が「2回」または「∞」になっている場合、放送が終了し
た後に次の放送が開始するまでの間隔を設定します。
「なし」「10秒」「30秒」「60秒」から選択します。

下記の設定の場合の動作例 :
①日本語と英語を選択、②放送文が 2つ、③「繰り返し回数」が 2回、④「繰り返し間隔」が 10秒

日
本
語
①

A
日
本
語
②

A
英
語
①

A
英
語
②

A <10秒間隔 >
日
本
語
①

A
日
本
語
②

A
英
語
①

A
英
語
②

放送開始 放送終了

メ　モ
上記「A」の間隔は、手順 8で設定します。

5-1
5-2

6-2
6-1



12

	7 	放送時のチャイムをオフにするときは、チャイムスイッチをクリックする。
チャイムスイッチがスライドしてオフになります。

ご注意
チャイムを使用しない設定になっているときは、スイッチが表示されません。（ P. 42「チャイム
設定のしかた」）

メ　モ
● チャイムをオンにするときは、スイッチをもう一度クリックします。
● チャイムスイッチがオン（緑色）になっており、かつ放送を繰り返す設定（上記「繰り返し回数」）に
なっているときは、チャイムは放送を繰り返すごとに鳴ります。

	8 	必要に応じて、放送文間の間隔を設定する。
－ボタンをクリックすると短くなり、＋ボタンをクリックすると長くなります。設定された秒数が－ボ
タンと＋ボタンの間に表示されます。
1回クリックして調節できる秒数は、送りプルダウンメニューから選択
して設定します。プルダウンメニューは、「0.1秒」「1.0秒」「5.0秒」「10.0
秒」から選択できます。

メ　モ
上記動作例の「A」の間隔の調節です。

	9 	放送開始ボタンをクリックする。
放送が開始されます。
繰り返し設定が「なし」または「2回」のときは、放送が終了すると自動的に停止します。
放送を途中で停止したいときは、画面右上の放送停止ボタンをクリックしてください。
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■■ 履歴から放送するとき
放送履歴から過去に放送した内容を選択して放送できます。
履歴からの選択のしかたには、次の 4通りがあります。
・履歴リストから内容を選択する
・履歴リストを日付で絞り込んで選択する
・履歴リストをカテゴリーで絞り込んで選択する
・履歴リストをキーワードで絞り込んで選択する

●● 履歴リストから内容を選択して放送する

7

1

6

2

	1 	［履歴から放送］タブをクリックする。
	2 	表示された履歴リストから放送したい内容をクリックする。

選択された内容が橙色に反転し、放送文が放送文表示欄に表示されます。

	3 	必要に応じて、選択した放送文を編集する。
編集できる箇所は、アイコン  と共に橙色で表示されています。

8

4、53-1
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	3-2	 入れ換えたい内容をクリックする。
内容が入れ換わります。

	3-3	 他に編集したい箇所がある場合は、編集画面で該当箇所をクリックする。
クリックした内容と入れ換えできる候補が一覧で画面下側に表示されます。

	3-4	 入れ換えたい内容をクリックする。
内容が入れ換わります。

	3-5	 手順 3-3 と 3-4 を繰り返して必要箇所をすべて編集する。
	3-6	 完了ボタンをクリックする。
メ　モ
● 放送文表示部の右上部にある編集ボタンをクリックしても編集画面が表示されます。その場合も、上記と
同様の手順で放送文を編集してください。

● 画面左下の［初期値に戻す］ボタンをクリックすると、編集中の放送文が納入時の状態に戻ります。

	4 	必要に応じて、放送先の設定を行う。
	4-1	 放送先タブをクリックする。

放送先の設定画面が表示されます。

ご注意
放送先設定（P. 38）の出力先が「ヘッドホン」のときは、放
送先タブは表示されません。

	4-2	 放送する放送先をクリックする。
クリックした放送先名の左上に橙色でチェックマークが表示
されます。
メ　モ
● 画面右下の全選択ボタンをクリックすると、すべての放送
先が選択されます。

● 画面右下のクリアボタンをクリックすると、放送先の選択
が解除されます。

4-1
4-2

	3-1	 編集できる箇所をクリックする。
次の編集画面が表示されます。
クリックした内容と入れ換えできる候補が、一覧で画面下側に表示されます。

3-6

3-2、
3-4

3-3
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	5 	必要に応じて、放送言語と繰り返しの設定を行う。
	5-1	 言語・繰り返しタブをクリックする。

放送言語と繰り返しの設定画面が表示されます。

	5-2	 放送言語と繰り返しの設定を行う。
設定内容は次の表のとおりです。

項目 設定内容
言語 放送する言語を選択して設定します。

複数選択もできます。複数選択した場合、左側に表示された言語から順番に連続
して放送されます。
メ　モ
P. 13の例の場合、日本語→英語→中国語→韓国語の順番で放送されます。

繰り返し回数 放送を繰り返す回数を設定します。
「なし」「2回」「∞」から選択します。
「∞」に設定すると、手動で停止するまで繰り返して放送します。
メ　モ
複数の言語が選択されているときは、各言語で 1回ずつ放送され、それが繰り返
し放送されます。

繰り返し間隔 「繰り返し回数」の設定が「2回」または「∞」になっている場合、放送が終了し
た後に次の放送が開始するまでの間隔を設定します。
「なし」「10秒」「30秒」「60秒」から選択します。

	6 	放送時のチャイムをオフにするときは、チャイムスイッチをクリックする。
チャイムスイッチがスライドしてオフになります。

ご注意
チャイムを使用しない設定になっているときは、スイッチが表示されません。（ P. 42「チャイム
設定のしかた」）

メ　モ
● チャイムをオンにするときは、スイッチをもう一度クリックします。
● チャイムスイッチがオン（緑色）になっており、かつ放送を繰り返す設定（上記「繰り返し回数」）に
なっているときは、チャイムは放送を繰り返すごとに鳴ります。

	7 	放送開始ボタンをクリックする。
放送が開始されます。
くり返し設定が「なし」または「2回」のときは、放送が終了すると自動的に停止します。
放送を途中で停止したいときは、画面右上の放送停止ボタンをクリックしてください。

	8 	履歴更新ボタンをクリックする。
履歴リストが更新され、今回の放送が履歴リストに追加されます。

5-1

5-2
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●● 履歴リストを日付で絞り込んで選択する

放送履歴からスケジュールイベントを選択して放送するとき、カレンダーで日付を選択し、その日付で履歴
リストを絞り込むことができます。

2
1

4
	1 	［履歴から放送］タブをクリックする。
	2 	カレンダーボタンをクリックする。

カレンダーが表示されます。

	3 	選択したい日付をクリックする。
クリックした日付の履歴が表示されます。

	4 	表示された履歴リストから放送したい内容をクリックする。
選択された内容が橙色に反転し、放送文が放送文表示欄に表示されます。

	5 	「履歴リストから内容を選択して放送する」の手順 3（ P. 13）以降と同様の手順で放送する。
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●● 履歴リストをカテゴリーで絞り込んで選択する

放送履歴からスケジュールイベントを選択して放送するとき、カテゴリーで履歴リストを絞りこむことがで
きます。

2

1

3
	1 	［履歴から放送］タブをクリックする。
	2 	カテゴリープルダウンメニューから絞り込みたいカテゴリーを選択する。

放送内容に、選択したカテゴリーの履歴のみが表示されます。

	3 	表示された履歴リストから放送したい内容をクリックする。
選択された内容が橙色に反転し、放送文が放送文表示欄に表示されます。

	4 	「履歴リストから内容を選択して放送する」の手順 3（ P. 13）以降と同様の手順で放送する。
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●● 履歴リストをキーワードで絞り込んで選択する

放送履歴からスケジュールイベントを選択して放送するとき、キーワードで履歴リストを絞りこむことがで
きます。

2
1

3
	1 	［履歴から放送］タブをクリックする。
	2 	キーワード欄にキーワードを入力し、検索ボタンをクリックする。

放送内容に、入力したキーワードを含む履歴のみが表示されます。

	3 	表示された履歴リストから放送したい内容をクリックする。
選択された内容が橙色に反転し、放送文が放送文表示欄に表示されます。

	4 	「履歴リストから内容を選択して放送する」の手順 3（ P. 13）以降と同様の手順で放送する。

メ　モ
絞り込み結果の表示をリセットしたいときは、キーワード欄を空白にして、検索ボタンをクリックして
ください。
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■■ スケジュールから放送するとき
事前に登録したスケジュールに沿って放送できます。スケジュールは編集できます。

メ　モ
スケジュールが未登録の場合は、マスタースケジュール編集画面でスケジュールイベントを新規登録してく
ださい。（ P. 28）

スケジュールからの放送には、次の 2通りがあります。
・自動放送： 運用スケジュールを選択し、自動放送を ONにしておくと、放送開始時間になると自動的に

放送が開始されます。
・手動放送：運用スケジュールからスケジュールイベントを選択して放送します。

ご注意
● 下記の状態では、手動放送と自動放送を切り換えることはできません。
・放送中
・除外イベント編集中を含むイベント編集中
・マスタースケジュール編集中

● スケジュールから放送するときは、チャイム設定（P. 42）のとおりにチャイムが鳴ります。放送文ごとの
設定はできません。

メ　モ
チャイム設定（P. 42）が鳴らす設定で、かつ放送を繰り返す設定（P. 24の手順 6-2、P. 30の手順 6-2）
になっているときは、チャイムは放送を繰り返すごとに鳴ります。

●● 運用スケジュールの選択のしかた

	1 	［スケジュールから放送］タブをクリック
する。
右の画面が表示されます。

	2 	［運用スケジュールの選択］ボタンを■
クリックする。

運用スケジュール選択画面が表示されます。

	3 	運用したいスケジュールをクリックす
る。

	4 	選択ボタンをクリックする。
運用中のスケジュール画面が表示されます。

3

4

2
1
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●● 自動放送のしかた

選択したスケジュールで自動的に放送ができるようにします。

	1 	運用スケジュールを表示させる。
（ P. 19、「運用スケジュールの選択のしかた」）

	2 	自動放送をONにする。
自動放送スイッチをクリックするたびに ON/OFFが切り換わります。

ONのとき ：
OFFのとき ：

自動放送を ONにすると、下記のように放送開始時間になると自動的に放送が開始します。

画面では、放送済みのスケジュールイベントはグレーで表示されます。
これから放送される予定のスケジュールイベントは、赤いラインから下に表示されます。

放送済みのスケジュール
イベント

これから放送される
スケジュールイベント

放送開始時間になると、自動的に放送が開始し、所定の内容を放送すると終了します。

	3 	放送を途中で停止させるときは、放送
停止ボタンをクリックする。
放送が停止します。

	4 	必要に応じてスケジュールイベントを編集する。
スケジュールイベントを当日のみ変更したり、当日のみ放送したいスケジュールイベントを追加したり
することができます。手順の詳細は、「運用スケジュールの変更」（P. 23）をお読みください。

放送中を示すアイコン

3



21

●● 手動放送のしかた

自動放送の運用を停止し、スケジュールイベントを選択して手動による放送に切り換えることができます。

	1 	運用スケジュールを表示させる。
（ P. 19「運用スケジュールの選択のしかた」）

	2 	自動放送スイッチをクリックする。
手動放送に切り換わり、自動放送の運用が
停止します。

	3 	表示中のスケジュールから放送したい
スケジュールイベントをクリックする。

	4 	［今すぐ放送］ボタンをクリックする。
選択したスケジュールイベントが放送され
ます。
所定の内容を放送すると終了します。

（手動放送の状態）

（自動放送の状態） 2

3

4
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	5 	放送を途中で停止させるときは、放送
停止ボタンをクリックする。

	6 	必要に応じて、スケジュールイベントを編集する。
スケジュールイベントを当日のみ変更したり、当日のみ放送したいスケジュールイベントを追加したり
することができます。手順の詳細は、「運用スケジュールの変更」（P. 23）をお読みください。

メ　モ
手動で放送したスケジュールイベントの放送開始時刻が、自動放送運用に戻した時点で現在時刻を過ぎてい
ない場合、放送開始時刻になると再度放送されます。
再度放送したくない場合は、自動放送運用に戻す前に除外イベントに設定をすると放送をスキップさせるこ
とができます。（ P. 27「スケジュールイベントの内容を当日のみスキップするとき」）

5
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■■ スケジュールを変更するとき
登録されているスケジュールは、必要に応じて編集できます。

●● 運用スケジュールの変更

運用中のスケジュールを変更することができます。当日のみ放送したいスケジュールイベントを追加したり、
スケジュールイベントを当日のみ変更したりすることができます。
ご注意
変更した運用中のスケジュールの内容は当日のみ有効です。変更した内容は日替わり時刻を過ぎるとすべて
クリアされます。

［スケジュールイベントを新規追加するとき］

	1 	新規ボタンをクリックする。

放送文を選択する画面が表示されます。

	2 	事前に登録されている放送文の中から
放送したい放送文を選択する。
カテゴリー名から絞り込んで選択してくだ
さい。
放送文表示欄に選択された放送文が表示さ
れます。

	3 	「放送文の編集」をクリックする。

1

3

2

カテゴリー名 登録されている放送文

放送表示
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	4 	必要に応じて、選択した放送文を編集
する。
編集できる箇所は、アイコン  と共に橙
色で表示されています。

	4-1	 編集できる箇所をクリックする。
クリックした内容と入れ換えできる候補が、
一覧で画面下側に表示されます。

	4-2	 入れ換えたい内容をクリックする。
内容が入れ換わります。

	4-3	 手順 4-1 と 4-2 を繰り返して必要箇所をす
べて編集する。

	5 	必要に応じて、放送開始時刻を編集す
る。

	5-1	「放送時刻」をクリックする。
	5-2	「時」と「分」を設定する。

ご注意
現在時刻より前の時間には設定しないでく
ださい。
手順 8で編集完了ボタンがクリックできな
くなります。

	6 	必要に応じて、放送言語と繰り返しの
設定を行う。

	6-1	「言語・繰り返し」をクリックする。
	6-2	「言語」「繰り返し回数」「繰り返し間隔」を

設定する。
設定内容は次の表のとおりです。

項目 設定内容
言語 放送する言語を選択して設定します。

複数選択もできます。複数選択した場合、左側に表示された言語から順番に連続
して放送されます。

繰り返し回数 放送を繰り返す回数を設定します。
「なし」「2回」「∞」から選択します。
「∞」に設定すると、手動で停止するまで繰り返して放送します。
メ　モ
複数の言語が選択されているときは、各言語で 1回ずつ放送され、それが繰り返
し放送されます。

繰り返し間隔 「繰り返し回数」の設定が「2回」または「∞」になっている場合、放送が終了し
た後に次の放送が開始するまでの間隔を設定します。
「なし」「10秒」「30秒」「60秒」から選択します。

4-1

4-2

5-1
5-2

6-1

6-2 8
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	7 	必要に応じて、放送先の設定を行う。
ご注意
放送先設定（P. 38）の出力先が「ヘッドホン」のときは、「放送先」は表示されません。

	7-1	「放送先」をクリックする。
	7-2	「放送先」を設定する。

放送する放送先をクリックして選択します。
クリックした放送先名の左上に橙色で
チェックマークが表示されます。

メ　モ
● 画面右下の全選択ボタンをクリックする
と、すべての放送先が選択されます。

● 画面右下のクリアボタンをクリックする
と、放送先の選択が解除されます。

	8 	すべての設定が完了したら、編集完了
ボタンをクリックする。
編集が完了し、運用中のスケジュール画面
に新しいスケジュールイベントが反映され
ます。

7-1

7-2 8

新しいスケジュールイベント
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［スケジュールイベントをコピーして変更するとき］
スケジュールイベントをコピーして、コピーされたスケジュールイベントを編集することができます。

	1 	コピーしたいスケジュールイベントを
クリックする。
スケジュールイベントが選択され、橙色で
表示されます。

	2 	コピーボタンをクリックする。

コピーされたスケジュールイベントが放送
文選択画面に表示されます。

	3 	［スケジュールイベントを新規追加する
とき］の手順 3（ P. 23）以降と同
様の手順で変更する。

［スケジュールイベントの内容を当日のみ変更するとき］
これから放送予定のスケジュールイベントを当日のみ変更できます。

	1 	変更したいスケジュールイベントをク
リックする。
スケジュールイベントが選択され、橙色で
表示されます。
ご注意
自動放送時には、放送開始時刻を過ぎてい
るスケジュールイベントは変更できません。

	2 	変更ボタンをクリックする。
選択したスケジュールイベントが放送文選
択画面に表示されます。

	3 	［スケジュールイベントを新規追加する
とき］の手順 3（ P. 23）以降と同
様の手順で変更する。

2

1

1

2
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［スケジュールイベントの内容を当日のみスキップするとき］
これから放送予定のスケジュールイベントを、当日のみスキップさせることができます。

	1 	スケジュールから放送しているとき、
除外ボタンをクリックする。

画面右端に除外欄が表示されます。

	2 	除外したいスケジュールイベントの除
外欄にあるスイッチをクリックし、右
にスライドさせる。
該当するスケジュールイベントの通知欄に
「除外イベント」と表示されます。

	3 	戻るボタンをクリックする。

運用中のスケジュール画面に反映され、除
外されたスケジュールイベントがグレーア
ウトになります。

1

3

2

除外されたスケジュールイベント
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●● マスタースケジュールの編集のしかた

ご注意
運用中のマスタースケジュールを変更した場合、そのままでは変更は反映されません。
変更を反映させたいタイミングで、運用スケジュールを選択しなおしてください。

［マスタースケジュール編集画面の呼び出しかた］

	1 	「︙」アイコンをクリックし、表示され
るメニューから「マスタースケジュー
ルの編集」を選択する。

「マスタースケジュールの編集」画面が表示
されます。

	2 	編集したいマスタースケジュールをク
リックする。

	3 	選択ボタンをクリックする。
マスタースケジュール編集画面が表示され
ます。

11

2

3
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［スケジュールイベントを新規追加するとき］

	1 	マスタースケジュール編集画面で、新
規ボタンをクリックする。

放送文を選択する画面が表示されます。

	2 	事前に登録されている放送文の中から
放送したい放送文を選択する。
カテゴリー名から絞り込んで選択してくだ
さい。

放送文表示欄に選択された放送文が表示さ
れます。

	3 	「放送文の編集」をクリックする。

	4 	必要に応じて、選択した放送文を編集
する。
編集できる箇所は、アイコン  と共に橙
色で表示されています。

	4-1	 編集できる箇所をクリックする。
クリックした内容と入れ換えできる候補が、
一覧で画面下側に表示されます。

	4-2	 入れ換えたい内容をクリックする。
内容が入れ換わります。

	4-3	 手順 4-1 と 4-2 を繰り返して必要箇所をす
べて編集する。

3

4-1
4-2

1

2

カテゴリー名 登録されている放送文

放送表示
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	5 	必要に応じて、放送開始時刻を編集す
る。

	5-1	「放送時刻」をクリックする。
	5-2	「時」と「分」を設定する。

	6 	必要に応じて、放送言語と繰り返しの
設定を行う。

	6-1	「言語・繰り返し」をクリックする。
	6-2	「言語」「繰り返し回数」「繰り返し間隔」を

設定する。
設定内容は次の表のとおりです。

項目 設定内容
言語 放送する言語を選択して設定します。

複数選択もできます。複数選択した場合、左側に表示された言語から順番に連続して放
送されます。

繰り返し回数 放送を繰り返す回数を設定します。
「なし」「2回」「∞」から選択します。
「∞」に設定すると、手動で停止するまで繰り返して放送します。
メ　モ
複数の言語が選択されているときは、各言語で 1回ずつ放送され、それが繰り返し放送
されます。

繰り返し間隔 「繰り返し間隔」の設定が「2回」または「∞」になっている場合、放送が終了した後
に次の放送が開始するまでの間隔を設定します。
「なし」「10秒」「30秒」「60秒」から選択します。

	7 	必要に応じて、放送先の設定を行う。
ご注意
放送先設定（P. 38）の出力先が「ヘッドホン」のときは、「放送先」は表示されません。

6-1

6-2
8

5-1 5-2
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	7-1	「放送先」をクリックする。
	7-2	「放送先」を設定する。

放送する放送先をクリックして選択します。
クリックした放送先名の左上に橙色で
チェックマークが表示されます。

メ　モ
● 画面右下の全選択ボタンをクリックする
と、すべての放送先が選択されます。

● 画面右下のクリアボタンをクリックする
と、放送先の選択が解除されます。

	8 	すべての設定が完了したら、編集完了
ボタンをクリックする。
編集が完了し、マスタースケジュール画面
に新しいスケジュールイベントが反映され
ます。

	9 	保存ボタンをクリックする。
編集した内容が保存されます。

9

新しいスケジュールイベント

［スケジュールイベントをコピーして変更するとき］
スケジュールイベントをコピーして、それを編集することができます。

	1 	マスタースケジュール編集画面で、コ
ピーしたいスケジュールイベントをク
リックする。
スケジュールイベントが選択され、橙色で
表示されます。

	2 	コピーボタンをクリックする。

コピーしたスケジュールイベントが放送文
選択画面に表示されます。

2
1

7-2

7-1
8
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	3 	［スケジュールイベントを新規追加するとき］の手順 3（ P. 29）以降と同様の手順で変更
する。

［スケジュールイベントの内容を変更するとき］
すでに登録済みのスケジュールイベント内容を変更できます。

	1 	マスタースケジュール編集画面で、変
更したいスケジュールイベントをク
リックする。
スケジュールイベントが選択され、橙色で
表示されます。

	2 	変更ボタンをクリックする。

選択されたスケジュールイベントが放送文
選択画面に表示されます。

	3 	［スケジュールイベントを新規追加するとき］の手順3（ P. 29）以降と同様の手順で変更する。

2

1

［スケジュールイベントを削除するとき］
不要なスケジュールイベントを削除できます。

	1 	マスタースケジュール編集画面で、削
除したいスケジュールイベントの削除
欄にあるチェックボックスをクリック
する。
クリックしたチェックボックスにチェック
印が表示されます。
メ　モ
削除列のタイトル欄にあるチェックボック
スをクリックすると、全選択になります。
もう一度クリックすると全解除になります。

1
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	2 	削除ボタンをクリックする。

確認メッセージが表示されます。

	3 	はいボタンをクリックする。

	4 	保存ボタンをクリックする。
編集した内容が保存されます。

3

4

●● スケジュール名称変更

マスタースケジュールの名称を変更することができます。

	1 	「︙」アイコンをクリックし、表示され
るメニューから「スケジュール名称変
更」を選択する。 1

1

2



34

スケジュール名称変更画面が表示されます。

	2 	変更後の名称欄に新しい名称を入力する。
ご注意
● 次の文字は入力できません。
	 ¥ / : * ? " < > | [ ]
● 次の場合、手順 3で OKボタンがクリッ
クできません。

 ・名称欄が空欄のまま。
 ・スペースのみ入力されている。
 ・他の名称と重複している。

	3 	 OK ボタンをクリックする。
スケジュール名が変更され、保存されます。

●● 日替わり時刻変更

日替わり時刻を変更することができます。

ご注意
運用中のスケジュールの日替わり時刻を変更した場合、そのままでは変更は反映されません。
変更を反映させたいタイミングで、運用スケジュールを選択しなおしてください。

	1 	「︙」アイコンをクリックし、表示され
るメニューから「日替わり時刻変更」
を選択する。

日替わり時刻変更画面が表示されます。

	2 	変更後の日替わり時刻欄に新しい時間
を入力する。

	3 	 OK ボタンをクリックする。
日替わり時刻が変更され、保存されます。

3

2

3

2

1
1
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●● インポート

マスタースケジュールを既存のファイルからインポートできます。

	1 	「︙」アイコンをクリックし、表示され
るメニューから「インポート」を選択
する。

確認画面が表示されます。

	2 	 OK ボタンをクリックする。

「ファイルの参照」画面が表示されます。

	3 	参照先からインポートするファイルを
選択する。

	4 	開くボタンをクリックする。

インポートが開始され、終了すると確認画
面が表示されます。
ご注意
インポート中は自動放送運用が停止し、放
送が停止します。

	5 	 OK ボタンをクリックする。
ソフトウェアが終了します。

	6 	ソフトウェアを起動する。
ソフトウェアの起動のしかたは、P. 4を
お読みください。

1

2

4

3

5

1
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■■ 概要
このソフトウェアは、放送設備に設置した NX-300と LAN経由で接続することで、パケットオーディオ経由
での音声出力が可能になります。
また、放送時に NX-300の接点出力の制御をすることもでき、放送中ビジー出力によるアンプ起動や、放送
先エリア選択などの設備との連携を行うことができます。

［接続イメージ］

LAN接続
パケットオーディオ（UDP）
機器間制御プロトコル（TCP）

音声：
NX-300の音声出力1系統と
接続

放送設備

NX-300

パソコン

制御：
NX-300の制御出力系統
（最大10系統）

STATUSBUSY RUNERROR2121 SD CARD RESET

NETWORK AUDIO ADAPTER NX-300

OUTPUTINPUT
LNK/ACT

VOLUME
1 2

放送設備に設置した NX-300と LAN経由で接続するときの設定は、P. 38「放送先設定のしかた」をお読み
ください。

■■ NX-300 の制御出力動作
LAN経由で接続した NX-300の制御出力は、このソフトウェアで放送開始ボタンをクリックしたときから放
送が終了するときまでオンになります。ただし、設定などにより一時的にオフになる時間が生じる場合があ
ります。
例えば、次のように設定されている場合は、下記の動作イメージ図のとおりに動作します。

言語 ： 日本語、英語
繰り返し回数 ： ∞
繰り返し間隔 ： 10秒
遅延時間 ： 2秒
チャイム ： 放送の前後に鳴らす

［動作イメージ］
放送開始ボタン
クリック

音声出力

制御出力
オン

オフ

放送停止ボタン
クリック

チ
ャ
イ
ム

チ
ャ
イ
ム

日 英
チ
ャ
イ
ム

日 英

2秒
＊1

10秒
＊2、＊3

2秒
＊1

＊１  「放送先設定」（P. 38）の音声出力タブで設定した遅延時間です。この間は放送は開始しませんが、制御出力はオン
になります。

＊ 2   繰り返しの設定（P. 7、11、15）で設定した繰り返し間隔です。
＊ 3  繰り返し間隔の設定が「10秒」「30秒」「60秒」の場合は、それぞれの秒数間、制御出力がオフになります。「なし」
の場合は 1秒程度オフになります。

NX-300 との接続
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各種設定を行います。
設定アイコンをクリックすると、メニューが表示されます。

各メニューの項目と設定内容は次の表のとおりです。

項目 設定内容 参照ページ
放送先設定 放送先を設定します。 P. 38
音量設定 タブレット端末の音声出力音量を設定します。 P. 40
放送停止設定 放送停止時の動作を設定します。 P. 41
チャイム設定 放送時にチャイムを鳴らすかどうかを設定します。 P. 42
クラウド通信設定 使用しません。
クラウド同期 使用しません。
アナウンスデータ更新 アナウンスデータの更新ができます。 P. 43
放送プログラムの表示 放送プログラムの状態を見ることができます。

また、ソフトウェアのログの確認もできます。
P. 44

ライセンス情報の表示 ライセンス情報が確認できます。
また、ライセンスファイルの読み込みもできます。

P. 45

バージョン情報 バージョン情報を確認できます。 P. 46
メンテナンス アナウンスデータと履歴の消去ができます。 P. 47

設定・確認のしかた

［メニュー］
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■■ 放送先設定のしかた
放送先を設定します。タブレット端末のヘッドホン端子から放送するか、LAN経由で NX-300と接続して放
送するかで設定項目が異なります。

	1 	設定アイコンをクリックし、表示されるメニューから「放送先設定」
をクリックする。
放送先設定画面が表示されます。

	2 	音声出力の設定を行う。
	2-1	 音声出力タブをクリックする。
	2-2	 各項目を設定する。

設定内容は次の表のとおりです。

項目 内容 設定範囲 初期値
出力先 出力先を選択します。

タブレット端末のヘッドホン出力端子から出力する
場合は「ヘッドホン」を選択します。
LAN経由でNX-300と接続して放送する場合は「ネッ
トワーク」を選択します。
ご注意
「ヘッドホン」を選択した場合、以下の設定項目は
すべて非表示になり、設定できません。

ヘッドホン、
ネットワーク

ヘッドホン

アドレス 接続先の NX-300の IPアドレスを入力します。 192.168.1.1
音声出力チャンネル 接続先の NX-300の音声出力先を選択します。 1、2 1
音量［dB］ NX-300に送信する音量を設定します。 0、-3、-6、

- 9、- 12、
-15、-18、
-21

0

遅延時間［秒］ 制御出力を行ってから放送を開始するまでの遅延時
間を設定します。

0～ 99 0

音声圧縮 音声出力時の音声圧縮を有効にするかどうかを設定
します。

ON（有効）、
OFF（無効）

ON

サンプリング周波数
［kHz］

放送時のサンプリング周波数を設定します。 16、32、48 32

機器間制御ポート 接続先のNX-300の機器間制御ポートを設定します。 1～ 65535 35285
UDP開始ポート 接続先の NX-300の UDP開始ポートを設定します。 1～ 65535 5000

2-1
2-2

1
1
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	3 	制御出力の設定を行う。
	3-1	 制御出力タブをクリックする。
	3-2	 各項目を設定する。

設定内容は次の表のとおりです。

項目 内容 設定範囲 初期値
用途 放送画面の放送先タブの表示を設定します。 最大 7文字 放送先
常時ビジー出力 放送時に必ずビジー出力を行う制御出力番号を

設定します。制御出力 10にすると、放送時に
NX-300の CONTROL OUTPUT 10がメイクさ
れます。

しない、
制御出力 10

しない

ボタン表示 O N / O F F 
スイッチ

放送画面の放送先選択画面に表示させる制御出
力のボタン表示を設定します。ボタン 1～ 9が、
それぞれ NX-300の CONTROL OUTPUT 1～ 9
に対応します。
表示させる制御出力番号のスイッチをクリック
してスライドさせると、スイッチが ON（緑色）
になり、放送画面に表示されます。

ON
（表示する）、
OFF
（表示しない）

OFF

名称入力部 ボタンの名称を設定します。
メ　モ
途中で改行することもできます。

文字数制限
なし

メ　モ
上記「用途」と「ボタン表示」の表示箇所は次のとおりです。

［放送画面右下］

用途

ボタン表示

	4 	 OK ボタンをクリックする。
設定内容が保存され、放送先設定画面が閉じます。

メ　モ
設定内容を保存せずに放送先設定画面を閉じるときは、キャンセルボタンをクリックするか、右上の×
ボタンをクリックします。

3-13-2

4
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■■ タブレット端末の音量設定のしかた
タブレット端末のヘッドホン出力端子からの音声を放送する場合に、端末の音声出力音量を設定します。

メ　モ
この操作を行うと、タブレット自体の音量設定が変更されます。

	1 	設定アイコンをクリックし、表示されるメニューから「音量設定」
をクリックする。

音量設定画面が表示されます。

ご注意
放送先設定で音声出力が「ネットワーク」に設定
されているときは、グレーアウトして選択できま
せん。

	2 	フェーダーのつまみをドラッグして、任意の
音量に設定する。
フェーダーの右上に、設定した音量が数値で表示
されます。

	3 	右上の×ボタンをクリックする。
音量設定画面が閉じます。

3

2

1
1
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■■ 放送停止設定のしかた
放送停止時の動作を設定をします。

	1 	設定アイコンをクリックし、表示されるメニューから「放送停止設定」
をクリックする。

放送停止設定画面が表示されます。

	2 	設定を行う。
	2-1	 放送停止時の動作を設定する。

どちらかのボタンをクリックして設定します。

すぐに停止する : 
放送停止の操作後、すぐに放送が停止し
ます。

放送中の言語を放送して停止する :
放送停止の操作時点で再生している放送文
の言語の再生終了後に放送が停止します。

	2-2	 フェードアウト機能を使用するときは、フェードアウトスイッチをクリックする。
スイッチが右側にスライドして、機能が有効になります。
ご注意
● フェードアウト機能は「放送停止時の動作」で「すぐに停止する」が選択されているときのみ有効です。
● 放送先設定で音声出力が「ネットワーク」に設定されているときは、フェードアウトのスイッチは表
示されません。

	3 	右上の×ボタンをクリックする。
放送停止設定画面が閉じます。

3
2-1

2-2

1
1



42

■■ チャイム設定のしかた
放送時にチャイムを鳴らすかどうかを設定します。

	1 	設定アイコンをクリックし、表示されるメニューから
「チャイム設定」をクリックする。

チャイム設定画面が表示されます。

	2 	チャイムを鳴らすタイミングを設定する。
放送前に鳴らしたいときは「放送前」スイッチ
を、放送後に鳴らしたいときは「放送後」スイッ
チをクリックしてスライドさせます。
クリックすると、チャイムがオンの設定になり、
スイッチが緑色になります。

メ　モ
● チャイムスイッチは、初期設定ではオフ（グレー）
になっています。

● 放送の前後にチャイムを鳴らす場合は、ス
イッチを両方ともクリックします。

● チャイムをオフにするときは、スイッチを
もう一度クリックします。

● チャイムを鳴らす設定になっており、かつ放送を繰り返す設定になっているときは、チャイムは放送
を繰り返すごとに鳴ります。

	3 	右上の×ボタンをクリックする。
チャイム設定画面が閉じます。

1

1

3
2
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■■ アナウンスデータ更新のしかた
アナウンスデータの更新ができます。

ご注意
放送中や、自動放送がオンのときには更新できません。

	1 	設定アイコンをクリックし、表示されるメニューから
「アナウンスデータ更新」をクリックする。

アナウンスデータ更新画面が表示されます。

	2 	更新ファイル参照ボタンをクリックする。
確認ダイアログが表示されます。

	3 	 OK ボタンをクリックする。
エクスプローラー画面が表示されます。

	4 	エクスプローラー画面で更新するデータを選択する。
	5 	 OK ボタンをクリックする。

選択したデータが読み込まれます。
読み込みが完了すると「アプリケーションを終了します」という画面が表示されます。

	6 	はいボタンをクリックする。
ソフトウェアが終了します。

	7 	ソフトウェアを起動させる。
データが更新されます。

メ　モ
起動のしかたは、P. 4をお読みください。

1

1

2
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■■ 放送プログラムの表示
放送プログラムの状態を見ることができます。また、ソフトウェアのログの確認もできます。

	1 	設定アイコンをクリックし、表示されるメニューから
「放送プログラムの表示」をクリックする。

放送プログラム画面が表示されます。

	2 	画面左側のメニューから確認したい項目
をクリックする。
必要な情報が表示されます。

	3 	ログを確認したいときは、画面左側の■
メニューで「ログ」をクリックする。
ログが表示されます。

	4 	確認後、右上の×ボタンをクリックする。
放送プログラム画面が閉じます。

1

1

4

2
3
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■■ ライセンス情報の表示
ライセンス情報が確認できます。また、ライセンスファイルの読み込みもできます。

	1 	設定アイコンをクリックし、表示されるメニューから
「ライセンス情報の表示」をクリックする。

ライセンス情報画面が表示されます。

	2 	必要に応じて、情報を確認する。
	3 	必要に応じて、ライセンスファイルを読み込む。
	3-1	 ライセンスファイル読み込みボタンをクリックす

る。
ファイル選択画面が表示されます。

	3-2	 ライセンスファイルを選択する。
	3-3	 開くボタンをクリックする。

ライセンスファイルが読み込まれ、確認画面が表示
されます。

	3-4	 OK ボタンをクリックする。
確認画面が閉じます。

	4 	閉じるボタンをクリックする。
ライセンス情報画面が閉じます。

4

3-1

1

1
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■■ バージョン情報の表示
バージョン情報を確認できます。

	1 	設定アイコンをクリックし、表示されるメニューから
「バージョン情報」をクリックする。

バージョン情報画面が表示されます。

	2 	バージョン情報を確認する。

	3 	 OK ボタンをクリックする。
バージョン情報画面が閉じます。 3

バージョン情報

1

1
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■■ データ消去のしかた
アナウンスデータと履歴の消去ができます。

ご注意
放送中や、自動放送がオンのときは消去できません。

●● アナウンスデータの消去のしかた

	1 	設定アイコンをクリックし、表示されるメニューから「メンテナンス」
をクリックする。

メンテナンス画面が表示されます。

	2 	アナウンスデータ消去ボタンをクリック
する。
アナウンスデータ消去の確認ダイアログが表
示されます。

	3 	 OK ボタンをクリックする。
アナウンスデータが消去され、コンテンツ消
去完了画面が表示されます。

	4 	はいボタンをクリックする。
ソフトウェアが終了します。

	5 	ソフトウェアを起動させる。
ご注意
ソフトウェアは自動では、再起動しません。

メ　モ
起動のしかたは、P. 4をお読みください。

1

1

2
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●● 履歴の消去のしかた

	1 	設定アイコンをクリックし、表示されるメニューから「メンテナンス」を
クリックする。

メンテナンス画面が表示されます。

	2 	履歴消去ボタンをクリックする。
確認画面が表示されます。

	3 	 OK ボタンをクリックする。
完了画面が表示されます。

	4 	 OK ボタンをクリックする。
履歴が消去され、メンテナンス画面が閉じます。

1

2
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症状 考えられる原因 対処のしかた
ダイアログ上に「ライセンスファ
イルが見つかりません。」と表示
され、アプリケーションの起動
ができない。

ライセンスファイルが読み込ま
れていない。

購入店にお問い合わせください。

ダイアログ上に「ライセンスの
有効期限がきれています。」と表
示され、アプリケーションの起
動ができない。

ライセンスファイルが有効でな
い。

購入店にお問い合わせください。

パソコンの時刻が正しく設定さ
れていない。

パソコンの時刻を正しく設定し
てください。

ダイアログ上に「認証用 MAC
アドレスが一致しません。」と表
示され、アプリケーションの起
動ができない。

読み込ませたライセンスファイ
ルが、セットアップ中のパソコン
のものではない。

ライセンスファイル内に下記の
ように MACアドレスが記載さ
れていますので、セットアップ
中のパソコンの MACアドレス
と同じになっているか確認して
ください。
<authdevicecode>〇〇 :〇〇 :
〇〇 :〇〇 :〇〇 :〇〇
</authdevicecode>

ネットワークデバイスが無効に
なっている。

Windowsのコントロールパネル
から、
ネットワークとインターネッ
ト >ネットワークと共有セン
ター >アダプターの設定変更
を選択して、ネットワークデバ
イスが有効であることを確認し
てください。

ダイアログ上に下記のように表
示され、アプリケーションの起
動ができない。
・ ライセンス認証できないアプ
リケーションバージョンです。

・ プロダクト名がライセンス
ファイル内にありません。

・ プロダクト名が一致しません。
・ 認証用MACアドレスがライセ
ンスファイル内にありません。

有効なライセンスファイルでは
ない。

購入店にお問い合わせください。

ダイアログ上に下記のように表
示され、アプリケーションの起
動ができない。
・ ライセンスファイルの認証に
失敗しました。

・ 認証用ライブラリのロードに
失敗しました。

ソフトウェアに問題が発生して
いる。

音が出ない。 放送先設定が正しく行われてい
ない。

放送先設定を正しく行ってくだ
さい。（ P. 38）

接続先の放送設備が故障してい
る。

放送設備を修理してください。

トラブルシューティング
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TOA お客様相談センター フリーダイヤル（固定電話専用）
 0120-108-117
ナビダイヤル 0570-064-475（有料）
FAX 0570-017-108（有料）
※ PHS、IP電話からはつながりません。

商品の価格・在庫・修理などのお問い合わせ、および
カタログのご請求については、取り扱い店または最寄
りの営業所へお申し付けください。最寄りの営業所に
ついては、TOAホームページをご確認ください。

商品の内容や組み合わせ、操作方法について
のお問い合わせにお応えします。
受付時間 9：00～ 17：00（土日、祝日除く）

当社は、お客様から提供された個人情報をお問い合わせ対応または修理対応の目的に利用いたします。また、修理委託目的で委託先業者へ提供すること
があります。個人情報の取り扱いに関する方針については、TOAホームページをご覧ください。

TOAホームページ  https://www.toa.co.jp/

症状 考えられる原因 対処のしかた
音が出ない。
（ 放送先設定の出力先が「ヘッド
ホン」に設定されている場合）

パソコンの音量が 0になってい
る、または十分に上がっていない。

パソコンの音量を上げてくださ
い。

パソコンのオーディオデバイス
が無効になっている。

オーディオデバイスを有効にし
てください。

オーディオケーブルが正しく接
続されていない

オーディオケーブルを正しく接
続してください

音が出ない。
（ 放送先設定の出力先が「ネット
ワーク」に設定されている場合）

パソコンのネットワーク設定が
間違っている。

パソコンの IPアドレス、サブ
ネットマスク、デフォルトゲー
トウェイを適切に設定してくだ
さい。

接続先の NX-300の設定が間違っ
ている。

NX-300を適切に設定してくだ
さい。

接続先の NX-300がネットワー
クに接続されていない。

NX-300の LANケーブルを正し
く接続してください。

接続先の NX-300の電源が入っ
ていない。

NX-300の電源を入れてくださ
い。

接続先の NX-300が放送設備と
正しく接続されていない。

● NX-300が放送設備と正しく接
続されているか確認してくだ
さい。

● 放送設備の入力レベル調整を
正しく行ってください。

接続先の NX-300の制御出力が
動作しない。
（ 放送先設定の出力先が「ネット
ワーク」に設定されている場合）

放送先設定が正しく行われてい
ない。

放送先設定の出力先を「ネット
ワーク」に設定してください。
（ P. 38）

パソコンのネットワーク設定が
間違っている。

パソコンの IPアドレス、サブ
ネットマスク、デフォルトゲー
トウェイを正しく設定してくだ
さい。

接続先の NX-300の設定が間違っ
ている。

NX-300を正しく設定してくださ
い。

接続先の NX-300がネットワー
クに接続されていない。

NX-300の LANケーブルを正し
く接続してください。

接続先の NX-300の電源が入っ
ていない。

NX-300の電源を入れてくださ
い。

接続先の NX-300の制御出力が
放送設備に正しく接続されてい
ない。

NX-300の制御出力を放送設備
に正しく接続してください。

放送時にチャイムが鳴らない。 チャイムを使用しない設定に
なっている。

チャイムを使用する設定にして
ください。（ P. 42）

放送画面のチャイムスイッチが
オフになっている。

チャイムスイッチをクリックし
てオンにしてください。

放送画面にチャイムスイッチが
表示されない。

チャイムを使用しない設定に
なっている。

チャイムを使用する設定にして
ください。（ P. 42）
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